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令和５（２０２３）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 哲学コース （科学技術社会論受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
注意 ①解答はすべて所定の解答用紙に記入すること 

②問題用紙は持ち帰ること 
 
 
Ⅰ 次の英文を読み、日本語で５行程度で要約しなさい。 
 

 
（R. G. Collingwood, The Idea of History, Oxford University Press, 1980(1946), p. 249, ll. 9-34.） 
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（ ２枚目／２枚中 ） 
 
Ⅱ 以下の語句の中から、３項目を選択し、その番号を記した上で３行程度で解説しな

さい。 
 
  １ サイエンスカフェ 
  ２ 「二つの文化」（C. P. スノー） 
  ３ トランス・サイエンス 
  ４ ELSI 
  ５ ポスト・トゥルース 
 
 
Ⅲ 科学とジェンダーについて、自らの考えを日本語で論述しなさい。その上で、その

要約を５行程度の英文で書きなさい。 
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令和５（２０２３）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 哲学コース （臨床哲学受験分野） 筆記試験 

 

問題１ 臨床哲学には、①現場において潜在的に問題になっていることを学術的にあきらかに

していく、あるいは②学術で育まれた知恵をもちいて特定の現場の実践で活かす、と

いうふたつの方向があります。この①と②のどちらか、または双方を交差させるかを

選んだうえで、あなたが臨床哲学において成し遂げたいことについて書いてください。 

 

問題２ 添付資料は、反「精神障害」者差別論を唱え、精神医療解体運動をすすめてきた理論家

かつ運動家である吉田おさみが書いた個人史の一部である。その末尾にある「キチガ

イ、非人間を意欲する」とは何を意味するのかについて、あなたの解釈を述べてくだ

さい。 

 

 問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。出典は次の通りです。 

吉田おさみ著『“狂気”からの反撃：精神医療解体運動への視点』（新泉社）1980 年、

250 頁 6 行目〜253 頁 8 行目 

 

問題３ 次の「交差性 intersectionality」について書かれた英文を、日本語に訳してください。 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。出典は次の通りです。 

出典：Patricia Hill Collins, Intersectionality as critical social theory, Duke University Press, 

2019, p.26, l.26, l.26-38. 
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令和５（２０２３）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 哲学コース （インド学・仏教学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は１枚です。］ 
 

語学辞書使用可 

１ 古代インドの実学文献の研究には、どのような問題や課題があり、その解決方法につい

てどのように考えるか、できるだけ具体的に論ぜよ。 

２ 次の項目をできるだけ詳しく解説せよ。 

1)  Atharvaveda 

2)  āśrama 

3)  Jīvaka 
4)  pārājika 

３ 次の文を正確に和訳せよ。 

 （出典：『ナラ王物語』） 

niśamya damayantyās tat karu・a・  paridevitam | 

yathokta・  cakrire devā・ sāmarthya・  li・gadhāra・e || 

sāpaśyad vibudhān sarvān asvedān stabdhalocanān | 

h)・itasragrajohīnān sthitān asp)śata・ k・itim || 

４ 次の (a), (b) のどちらかを正確に和訳せよ。 

(a)（出典：『アイタレーヤ・ブラーフマナ』） 

somo vai rājāmu・mi・ l loka āsīt ta・  devāś ca )・ayaś cābhyadhyāyan katham ayam asmān 

somo rājāgacched iti te ’bruva・ ś chandā・ si yūya・  na ima・  soma・  rājānam āharateti  tatheti 

te supar・ā bhūtvodapata・ s te yat supar・ā bhūtvodapata・ s tad etat saupar・am ity 

ākhyānavida ācak・ate. 

(b)（出典：『テーラ・ガーター』） 

Pa・・ita・  vata ma・  santa・  alamatthavicintaka・   

pañca kāmagu・ā loke sammohā pātayi・ su ma・ . || 

pakkhanno M āravisaye da・hasal lasamappito  

asakkhi・  M accurājassa aha・  pāsā pamuccitu・ . || 

sabbe kāmā pahīnā me, bhavā sabbe padālitā,  

vikkhī・o jātisa・ sāro, n’ atthi dāni punabbhavo 'ti. || 
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令和 5（2023）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
 人文学専攻  グローバルヒストリー・地理学コース （東洋史学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 3 枚です。］ 
（1 枚目/3 枚中） 

 
 

［問題用紙は 3 枚です。I～IV について，それぞれ別々の解答用紙を使用すること］ 

 
 
Ⅰ 論述問題 

次の 2 問から１問を選び，解答しなさい。解答に当たっては，いずれを選んだかを冒頭に

記入すること。 
 

1. アジアにおける暦と国家との関係について, 具体例を挙げつつ（複数可），論述しなさ

い。 
 

2. アジアの垂簾聴政について，具体例を複数取り上げ，これらを比較しつつ論述しなさ

い。 
 
 
Ⅱ 基礎事項問題 

次の（a）～（e）の事項について知るところを，それぞれ 2 行程度で簡潔に答えなさい。 
［問題Ⅰとは別の解答用紙を用いること］ 

 
(a) 活仏（化身ラマ）      (b)中書省       （c）『永楽大典』 

(d) シャヴァンヌ（Édouard Chavannes） (e)クリム（クリミア）=ハン国（Crimean Khanate） 
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（2 枚目/3 枚中） 
 

Ⅲ 英語問題 

 
次の英語の文章をすべて現代日本語に訳しなさい。ただし，注番号は無視し，誤植箇所は

訂正のうえ翻訳すること。 
 

 
＜問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです＞ 
 

 
【W. Eberhard, Conquerors and Rulers (Leiden: Brill, 1965), p. 86, ll. 6-24】 
 
 
 
 
  

8



9



令和５（２０２３）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 グローバルヒストリー・地理学コース （西洋史学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目／２枚中） 

 

注意：解答は、別紙解答用紙に問題番号を書いてから記入しなさい。また、各問題の枝問

の記号や番号も記すこと。 

 

 

 

設問１. ①と②から 1 問を選択し、解答しなさい。 

① 情報と社会の関係について、西洋史上の特定の時代・地域における具体的な事例を取

り上げて論じなさい。 

② 歴史上、1919 年が果たした役割について述べなさい。 

 

 

 

設問２．①～⑥の語句のなかから２つを選択し、説明しなさい。 

① トロイア戦争 

② ルーシ 

③ 外交革命 

④ 功利主義 

⑤ 公民権運動 

⑥ トランスナショナル・ヒストリー 
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[ここに入力] 1／1 [ここに入力] 

令和５（２０２３）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 文学コース （中国文学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 1 頁です。］ 

 

 

Ⅰ 次に挙げる二首の韻文作品を読んで、後の問いに答えよ。解答はすべて日

本語を用いること。 

 

「勅勒歌」 

勅勒川。陰山下。天似穹廬。籠蓋四野。 

天蒼蒼。野茫茫。風吹草低見牛羊。 

 

「菩薩蠻」 

人人盡說江南好。遊人只合江南老。春水碧於天。畫船聽雨眠。 

壚邊人似月。皓腕凝霜雪。未老莫還鄉。還鄉須斷腸。 
 

問 1 「勅勒歌」を日本語に訳せ。 

問 2 「菩薩蠻」の押韻について、韻字をすべて挙げながら説明せよ。 

問 3 「菩薩蠻」を日本語に訳せ。 

問 4 二首を比較しながら、主題や表現形式上の特徴を分析せよ。 

問 5 二首の作品の文学史的位置づけについて自由に述べよ。 

 

 

 

Ⅱ 次に挙げるのは蘇軾「文說」の一節である。これを読んで後の問いに答え

よ。解答はすべて日本語を用いること。 

 

吾文如萬斛泉源、不擇地而出。在平地滔滔汨汨、雖一日千里無

難。及其與石山曲折、隨物賦形、而不可知也。所可知者、常行於

所當行、常止於不可不止。如是而已矣。其他、雖吾亦不能知也。 
 

問 1 上の文章を日本語に訳せ。 

問 2 上の文章は「文学」の理想的な書き方を論じている。それはどのような

ものか、説明せよ。 

問 3 上の文章の書き方は作者の理想に合致しているだろうか。考えを自由に

述べよ。 

問 4 上の文章の文学史的位置づけについて自由に述べよ。 
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。
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令和５（２０２３）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
日本学専攻 基盤日本学コース （考古学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 
（以下の設問はすべて日本語で解答すること） 

 
 
問１ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 
（１）枠内①を日本語に訳しなさい。 
（２）枠内②を日本語に訳しなさい。 
（３）下線部③について、知るところを述べなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 

Matthew Johnson, 1999, Archaeological Theory: An Introduction, Blackwell Publishers. p.141, ll.3-28. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問２ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 
（１）枠内①を日本語に訳しなさい。 
（２）枠内②を日本語に訳しなさい。 
（３）枠内③を日本語に訳しなさい。 
（４）FIG.1.と類似したグラフが描ける日本の考古資料の事例を一つあげ、その事例を詳しく説明しなさい。 
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   （２枚目／３枚中） 
 
 
 
 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
James Deetz, 1972, Death's Head, Cherub, Urn and Willow(reprinted), Mark Leone(ed.) 
Contemporary Archaeology, Southern Illinois University Press. p.402, l.1 - p.403, l.3, FIG.1. 
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 （３枚目／３枚中） 
 
問３ 弥生時代から古墳時代にかけての暦年代に関する研究の現況について、具体的な遺跡名や方法論な

どをあげつつ詳しく説明しなさい（800 字以上）。 
 

 
問４ 次の語句等について、それぞれ詳しく説明しなさい。 

（１）喜田貞吉 

（２）AT 火山灰 

（３）Avebury 

（４）河姆渡遺跡 

（５）井戸尻遺跡 

（６）古曽部・芝谷遺跡 

（７）富雄丸山古墳 

（８）水城 
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令和５（２０２３）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

日本学専攻 基盤日本学コース （基盤日本語学受験分野） 筆記試験 
 

［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目/２枚中） 

 
［１］次の文章を読んで、後の問いに日本語で答えなさい。 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

Clark, H. H. (1996). Using Language. Cambridge: Cambridge University Press, 3 頁 1 行～4 頁 17 行. 
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（２枚目/２枚中） 

 
問１ 下線部（a）“（3 頁 1 行、Language で始まる文）”とはどういうことか、本文に即して説明

しなさい。 

 

問２ 下線部（b）“（3 頁 12 行、A joint action で始まる文）”を日本語に訳しなさい。 

 

問３ 下線部（c）“（4 頁 9 行、We cannot hope で始まる文）”について、具体例をあげながらあ

なた自身の考えを自由に述べなさい。 

 

 

 

［２］次の１２項目のなかから５項目を選び、それぞれについて５行から１０行程度で説明しな

さい。 

 

（１）使用語彙 

（２）類義語 

（３）格関係 

（４）メタファー 

（５）比較言語学と対照言語学 

（６）条件異音 

（７）新村出 

（８）国語審議会 

（９）ウチナーヤマトゥグチ 

（10）中間言語 

（11）相手に合わせた発話デザイン 

（12）情緒スタンス 

 

 

 

［３］あなたが今後研究しようとするテーマに関連するキーワードを５つ挙げ、それぞれについ

て５行から１０行程度で説明しなさい。 
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40

画像は、著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。
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令和５（２０２３）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻 美学・文芸学コース（美学受験分野）筆記試験 

［問題用紙は２枚です］ 

（１枚目/２枚中） 
 

すべて日本語で解答しなさい。 

解答の文字数は問いません。 

長文になるときは段落ごとに内容を整理すること。 

 

 

問１ 次の９つの語のうち２つの語を選んで、それぞれについて、その語の意味を確認したうえで、 

その語によって何が問題になってきたか、何が問題となりうるのかについて論じなさい。 
                                                                         （25×2=50 点） 
             

 付随美    模倣    創造 

作品     意図    趣味  

美的経験     批評      解釈  

 

 

問２ 別紙１の文章において著者は「美的質」の分類を試みています。著者の分類について説明したう

えで、この分類に対するあなたの考えを述べなさい。出典は Göran Hermerén, The Nature of 

Aesthetic Qualities (Lund University Press ,1988), p.106, l.4 ‒ p.107, l.2.  (25 点) 

別紙１の問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。  

 

問３ 一般には芸術とみなされていない特定の対象の「美的質」について論じなさい。その対象は、人

間の行為でも、出来事でもかまいませんが、論述にあたっては以下のポイントについて順序よく

説明すること。① どのような対象に注目するか ② なぜそれに注目するか ③ その対象について

「美的質」をどう考えたらいいか ④ その対象の「美的質」はどのような語によって記述される

か ⑤ その対象の「美的質」はどのように評価されるか ⑥ その対象の「美的質」を評価するに

あたってどんな問題が起こりうるか。(25 点) 
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（2枚目/2枚中）

　別紙1

掲載省略
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。



45

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。



46

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。



 

令和５（２０２３）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻 音楽学・演劇学コース （演劇学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目/３枚中） 

 

問 1 以下の６つの語すべてについて、それぞれ 100 字程度で説明しなさい。 

 

（１）Antonin Artaud （２）『三人姉妹』   （３）フィジカル・シアター 

（４）踊念仏     （５）（舞台機構の）すっぽん  （６）修羅能 

 

問２ 選択問題です。近現代演劇研究志望者は設問１、伝統演劇（芸能史）研究志望者は設問２

を選んで解答してください。 

設問１）別紙１は、Oscar G. Brockett & Franklin J. Hildy, History of the Theatre, Tenth Edition, Allyn 

and Bacon, 2008, p.395 の一部です。これを読み、以下の問いに日本語で答えなさい。 

 
（１）下線部（A）はどのようなものですか。説明しなさい。 
（２）Adolf Appia の考え方について、下線部（B）に３点指摘されています。それぞれどのよう

なものですか。それぞれについて説明しなさい。 
（３）Adolf Appia の理念はどのような形で実現されるのか、20 世紀全体を通して、演劇史的に

説明しなさい。 
（４）英文（C）の部分を日本語に訳しなさい。 

 
設問２）別紙２は、西堂行人『日本演劇思想史講義』（論創社、2020 年、2～5 頁）の一部です。

これを読み、以下の問いに日本語で答えなさい。 

（１）傍線部（Ａ）「日本の中に様式として確立していこうとした」とありますが、この事例に

あてはまると、あなたが考える日本の伝統演劇の作品をあげ、どのような文化を、どの

ように当てはめたのか、説明しなさい。 

（２）傍線部（Ｂ）「ところが日本は、このやり方を取りませんでした」とありますが、では日

本の演劇はどのようなやり方を取ったのか。文章に即して、説明しなさい。 

（３）傍線部（Ｃ）について、では西洋演劇はどのような特徴があるのか。文章に即して、説明

しなさい。 

（４）この文章の内容に関して、自由に評してください。 

 

問３ 演劇におけるリアリティとは何か？演劇学上の議論を適宜参照しつつ、あなた自身の考え

方を述べなさい。 
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別紙１ 

 

 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

Oscar G. Brockett & Franklin J. Hildy, History of the Theatre, Tenth Edition, Allyn and Bacon, 2008, 

p.395,L,l.8-l.49 
 

（２枚目/３枚中） 
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別紙２  

  

 

  

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

西堂行人『日本演劇思想史講義』（論創社、2020 年、2頁 1行目～5頁 9行目） 

 

 

（３枚目/３枚中） 
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別 紙 の 図 は 、 著 作 権 等 に 配 慮 し 掲 載 を 省 略 し ま す 。
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別
紙
の
図
は
、
著
作
権
等
に
配
慮
し
掲
載
を
省
略
し
ま
す
。



 

令和５（２０２３）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻 日本東洋美術史・西洋美術史コース（西洋美術史受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目／３枚中） 

 

 

問 1 以下の用語の内 4つを選び、それぞれ 100 字程度で説明しなさい。 

 

1）浄土寺浄土堂 ２）楽茶碗 3）与謝蕪村 

 

４）フランシス・ピカビア ５）オリエンタリスム ６）フィレンツェ、サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂 

 

 

 

問 2 問題用紙２枚目の英文を読み、全文を日本語に直しなさい。(註番号、図版番号は無視してください） 

 

 ＊ 出典：Emma Barker ed. Art, Commerce and Colonialism 1600-1800. Manchester University Press, 2017: p.19, 

L.l.3 - R.l.5. 

 

 

 紙は著作権等に配慮し、省略します。 

問 3 別紙の絵画についてその制作地、制作時期、作者を推測し、その推測の根拠を詳細に述べてください。 
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（２枚目／３枚中） 

 

著作権に配慮して省略します。 
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（３枚目／３枚中） 

 

 

 

著作権に配慮して省略します。 

出題作品データ 

 

Jan Matejko 

Astronomer Copernicus, or Conversations with God 1872 

Jagiellonian University Museum 
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